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3.研究背景･目的

近年､生殖補助医療により誕生した新生児数は増加を示し､妊娠前の子宮卵管造影

(Hysterosalpingography (HSG) )検査時の油性造影剤投与がヨード過剰による母児の甲状腺機

能異常の原因になることがある｡不妊症の検査としてHSG検査はほほ必須であるが､妊娠率の

改善を期待されて油性造影剤(リピオドール㊥)を選択されることが多い(1)｡ i)ピオドール⑪

はl mlあたり480mgのヨードを含み､約5 -10ccすなわちヨード2.4gから4.8gが一度の検査で使

用されるが､油性造影剤であるためにその一部が骨盤内に長期にとどまり､検査後約2年たって

も血清非ホルモンヨードが高値を示すといわれている(2)｡いっほう､妊娠初期の母体の甲状

腺機能低下は妊娠の転帰に悪影響を及ぼし､児の浦和運動発達にも影響を及ぼす可能性がいわ

れている(3. 4)｡さらに妊婦のヨード過剰状態は胎児や新生児の甲状腺機能低下を引き起こす

との報告もあり(5. 6)､ HSG後の妊娠が姫の精神運動発達に多大な影響をもたらす可能性を示

しており､重要な問題と考えられる｡ HSG後の妊娠の母体への甲状腺機能-の影響について横

断的に明らかにした｡

4.対諒

内科へ妊娠初期甲状腺機能異常や甲状腺疾患で依頼のあった症例のうち､ HSG既往のあった

妊婦29例を対象とした｡

5.方法

HSG施行後妊婦初期検診までの期間(日)と妊娠初期甲状腺機能(FT4,TSH)､および尿中ヨ

ウ素濃度(LLg/g･ Cr)との関連を検討した｡

6,結果

HSG後6ケ月以内の症例は尿中ヨウ素が極端に高濃度なものが多く存在した｡しかし､ 6ケ

月以内では明らかなHSG後期間との関連はなかった(図1)｡また､ヨウ素摂取過剰歴に関連

なく､ HSG後1年以上経過する症例でも無意識下にヨウ素摂取過剰な症例が散発してみとめら

れた(図1)｡

HSG後期間とFT4､ TSH値には明らかな関連はみとめられなかったが(図2)､尿中ヨウ素濃

度とTSH値には正相関がみとめられた(図3)0
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7,考察

HSG直後教か月の妊娠成立の場合､妊娠初期に母体は高ヨウ素環境にさらされる可能性があ

る｡その母体高ヨウ素環境は甲状腺機能異常(高TSH血症)の原因となりうるが､ HSG以外の

ヨウ素摂取過剰との相加効果により生じると考えられた｡現在､ HSG直後数か月以内に妊娠成

立した場合の母体高ヨウ素環境が胎児甲状腺機能､新生児甲状腺機能-与える影響を検討中で

ある｡
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図1 HSG施行から妊娠初期検査までの期間(日)と尿中ヨウ素濃度(〟g/g･Crt)との関係
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図2　HSG施行から妊娠初期検査までの期間(日)と甲状腺機能との関係
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図3　尿中ヨウ素濃度と妊娠初期母体甲状腺機能の関係
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